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２
０
０
５
年
４
月
25
日
に
死

者
１
０
７
名
、
負
傷
者
５
６
２

名
に
及
ぶ
未
曽
有
の
大
惨
事
と

な
っ
た
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
脱
線
事

故
か
ら
21
年
を
迎
え
た
。

　

Ｊ
Ｒ
各
社
で
は
、
こ
の
間
、

業
務
委
託
・
外
注
化
施
策
が
極

限
ま
で
進
め
ら
れ
た
結
果
、
技

術
継
承
や
教
育
の
不
十
分
さ
、

労
働
条
件
の
悪
化
、
検
査
周
期

の
延
伸
等
で
、
安
全
輸
送
の
根

幹
が
揺
ら
ぐ
よ
う
な
輸
送
障
害

や
ト
ラ
ブ
ル
、
労
災
事
故
が
連

続
し
て
発
生
し
て
い
る
。

　

一
方
、
少
子
高
齢
化
の
人
口

減
・
コ
ロ
ナ
禍
以
降
の
減
便
な

ど
に
よ
る
長
期
的
な
利
用
者
の
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落
ち
込
み
な
ど
に
よ
り
、
鉄
道

の
特
性
が
活
か
さ
れ
な
い
ま
ま

Ｊ
Ｒ
各
社
の
ロ
ー
カ
ル
線
の
維

持
・
存
続
が
一
段
と
厳
し
い
状

況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。

　

２
０
２
３
年
10
月
よ
り
、
経

営
が
厳
し
い
ロ
ー
カ
ル
線
に
対

し
、
国
の
関
与
を
強
め
、
沿
線

自
治
体
と
鉄
道
事
業
者
の
再
編

協
議
を
後
押
し
す
る
地
域
公
共

交
通
活
性
化
再
生
法
改
正
法
が

施
行
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
芸

備
線
の
一
部
区
間
（
備
後
庄
原

駅
～
備
中
神
代
駅
）
に
つ
い
て

改
正
法
施
行
後
初
と
な
る
再
構

築
協
議
会
が
設
置
さ
れ
た
他
、

こ
れ
ま
で
に
20
件
を
超
え
る
鉄

道
事
業
再
構
築
実
施
計
画
が
認

定
さ
れ
、
利
便
性
の
向
上
や
経

営
の
安
定
に
向
け
た
施
策
が
は

じ
ま
っ
て
い
る
も
の
の
、
赤
字

幅
の
縮
小
や
路
線
の
持
続
可
能

性
確
保
に
留
ま
っ
て
い
る
ケ
ー

ス
も
少
な
く
な
い
。

　

全
国
的
に
み
て
も
少
子
・
高

齢
化
社
会
の
急
速
な
進
行
が
避

け
ら
れ
な
い
現
実
の
な
か
、
地

域
に
お
け
る
「
足
の
確
保
」
は

不
可
欠
で
あ
り
、
経
営
が
厳
し

い
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
の
維
持
・

存
続
と
安
全
・
安
定
輸
送
の
確

立
は
焦
眉
の
課
題
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
情
勢
を
踏
ま
え
、

国
労
は
26
春
闘
で
の
宣
伝
行
動

に
続
き
、
４
月
25
日
の
『
安
全

確
立
行
動
日
』
を
中
心
に
、
全

国
の
主
要
駅
頭
等
に
お
け
る
宣

伝
行
動
を
取
り
組
ん
だ
。

ア
メ
リ
カ
と
イ
ス
ラ

エ
ル
が
２
月
28
日
、

突
如
イ
ラ
ン
へ
の
軍

事
攻
撃
を
行
っ
た
▼

両
国
は
核
開
発
問
題

で
の
交
渉
中
で
あ
っ

た
に
も
関
わ
ら
ず
一
方
的
に
始

め
ら
れ
た
。こ
の
攻
撃
に
よ
り
、

イ
ラ
ン
の
最
高
指
導
者
、
政
権

幹
部
数
十
人
と
そ
の
家
族
を
殺

害
し
た
。
イ
ラ
ン
を
テ
ロ
支
援

国
家
で
あ
る
こ
と
、
核
計
画
を

放
棄
し
て
い
な
い
事
な
ど
理
由

と
し
て
い
る
。
こ
の
一
連
の
攻

撃
に
つ
い
て
は
、
国
連
憲
章
に

明
確
に
違
反
し
て
い
る
行
為
で

あ
り
、
到
底
、
容
認
で
き
る
も

の
で
は
な
い
▼
ト
ラ
ン
プ
政
権

は
１
月
に
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
に
対
し

て
、
軍
事
攻
撃
し
マ
ド
ゥ
ロ
大

統
領
を
拘
束
し
た
。
他
国
の
大

統
領
を
拘
束
し
、
拉
致
す
る
な

ど
の
行
為
は
許
さ
れ
る
も
の
で

は
な
い
。
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
は
石
油

埋
蔵
量
が
世
界
一
位
で
あ
る
こ

と
や
、
ア
メ
リ
カ
の
支
配
に
反

対
す
る
勢
力
へ
の
警
笛
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
▼
こ
の
間
、
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
イ

ス
ラ
エ
ル
の
パ
レ
ス
チ
ナ
へ
の

攻
撃
な
ど
、
世
界
各
地
で
平
和

が
脅
か
さ
れ
て
い
る
▼
そ
う
し

た
中
、
日
本
政
府
が
と
る
べ
き

態
度
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
に
対
し
て
強
く
抗
議
と

制
裁
を
行
っ
て
き
た
が
、
同
様

に
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
も
強
く

抗
議
す
と
と
も
に
、
武
力
で
は

な
く
対
話
に
よ
る
平
和
的
解
決

を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。（
岩
）

　

日
本
企
業
の
99
・
７
％
を
占

め
る
中
小
企
業
の
賃
上
げ
は
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
社

会
を
支
え
る
中
小
零
細
企
業
に

働
く
労
働
者
、
非
正
規
雇
用
労

働
者
の
大
幅
賃
上
げ
な
く
し

て
生
活
の
底
上
げ
に
は
な
ら
な

い
。

　

26
け
ん
り
春
闘
全
国
実
行

委
員
会
で
は
、
中
小
企
業
に
お

け
る
大
幅
賃
上
げ
、
最
低
賃
金

の
大
幅
引
上
げ
、
日
本
で
働
く

外
国
籍
労
働
者
と
の
共
生
と
連

帯
を
目
的
と
し
て
、
４
月
３
日

に
「
26
け
ん
り
春
闘
第
２
波
経

団
連
前
行
動
」
の
取
り
組
み
を

行
っ
た
。

　

そ
の
後
、
争
議
支
援
と
し
て

Ａ
Ｇ
Ｃ
株
式
会
社
に
対
し
て
解

雇
・
労
災
問
題
で
の
追
及
行
動
。

厚
生
労
働
者
に
対
し
て
は
、
最

賃
引
上
げ
、
労
働
時
間
規
制
緩

和
反
対
を
求
め
て
要
請
行
動
を

取
り
組
ん
だ
。

　

最
後
に
、
日
比
谷
図
書
文

化
館
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー

ル
に
て
、
26
け
ん
り
春
闘
勝

利
中
央
総
決
起
集
会
を
開
催

26けんり春闘 4・3銀座デモ

　

外
国
人
労
働
者
（
移
住
労
働

者
）
が
権
利
を
訴
え
デ
モ
行
進

す
る
「
マ
ー
チ
・
イ
ン
・
マ
ー

チ
」
の
取
り
組
み
は
２
０
０
５

年
か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
、
今
年

は
３
月
15
日
に
「
マ
ー
チ
・
イ

ン
・
マ
ー
チ
２
０
２
６
」
と
し

て
、
上
野
水
上
音
楽
堂
横
広
場

か
ら
御
徒
町
公
園
へ
の
デ
モ
行

進
が
取
り
組
ま
れ
た
。

　

い
ま
、
外
国
籍
の
労
働
者
は

２
５
７
万
人
を
超
え
、
全
国
各

地
の
移
住
労
働
者
、
働
く
仲
間

が
増
え
る
一
方
、
移
住
労
働
者

へ
の
権
利
侵
害
は
さ
ま
ざ
ま
に

発
生
し
て
い
る
。
移
住
労
働
者

が
自
ら
労
働
者
の
権
利
の
声
を

あ
げ
る
取
り
組
み
が「
マ
ー
チ
・

イ
ン
・
マ
ー
チ
」
で
あ
り
、
同

時
に
、
多
様
な
ル
ー
ツ
を
持
つ

労
働
者
が
一
斉
に
集
ま
り
、
声

を
あ
げ
、「
私
た
ち
は
こ
こ
に

い
る
！
」
こ
と
を
賑
や
か
に
示

す
場
と
な
っ
て
い
る
。

　

日
本
で
は
、
急
速
に
差
別
排

外
主
義
が
広
が
っ
て
い
る
。
こ

の
状
況
に
危
機
感
を
抱
い
た
労

組
や
労
働
団
体
、
市
民
団
体

等
が
「
ヘ
イ
ト
に
Ｎ
Ｏ
！
全
国

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
結
成
し
、

全
国
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
予
定
し
て
い
る
。

　

国
労
も
全
国
の
動
き
と
共
鳴

し
つ
つ
、
日
本
で
働
く
全
て
の

労
働
者
の
権
利
と
、
日
常
的
な

差
別
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
移
住

労
働
者
の
権
利
擁
護
の
た
め
に

闘
う
。

し
、
集
会
後
に
銀
座
デ
モ
（
日

比
谷
公
園
～
）
を
行
い
、
沿

道
の
人
々
に
26
春
闘
で
の
大

幅
賃
上
げ
等
を
ア
ピ
ー
ル
し

強
く
訴
え
た
。

マーチ・イン・マーチの参加者（上野公園）

※
営
利
優
先
で
は
な
く
、
安
全

を
最
優
先
と
す
る
経
営
を
行
う

こ
と
。

※
「
規
制
緩
和
」
を
見
直
し
、

安
全
規
制
の
強
化
を
国
と
事
業

者
が
行
う
こ
と
。

※
ホ
ー
ム
上
で
の
事
故
根
絶
に

向
け
て
、
ホ
ー
ム
要
員
の
配
置

と
ホ
ー
ム
改
善
を
行
う
こ
と
。

※
業
務
委
託
や
非
正
規
社
員
導

入
な
ど
低
コ
ス
ト
主
義
を
改
め
、

安
全
に
係
る
業
務
は
鉄
道
事
業

者
の
直
営
と
す
る
こ
と
。

※
安
全
・
防
犯
の
観
点
か
ら
無

人
駅
を
な
く
す
こ
と
。

※
安
全
確
保
の
た
め
に
労
働
条

件
や
労
働
環
境
を
抜
本
的
に
改

め
る
こ
と
。

【
国
鉄
労
働
組
合
の
要
求
】

宣伝行動を取り組む大阪地区本部の組合員
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国
労
運
動
を
い
か
に
引
き
継
い

で
い
く
べ
き
か
、
生
き
た
事
例

を
通
し
て
全
員
で
学
び
ま
し
た
。

　

若
手
組
合
員
か
ら
は
、「
先

輩
方
が
奮
闘
し
て
き
た
運
動
を

ど
う
自
分
た
ち
の
世
代
で
展
開

し
て
い
く
の
か
」
と
課
題
も
出

さ
れ
、
交
流
会
を
含
め
議
論
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
央
総
行
動
を
通
じ
「
安
心

し
て
働
け
る
職
場
」を
目
指
し
、

横
の
つ
な
が
り
を
強
め
て
組
織

拡
大
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
を
全

員
で
確
認
し
合
い
、
団
結
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
国
労
組
合
員
の
皆

様
か
ら
頂
い
た
中
央
総
行
動
成

　

３
月
２
日
、
東
京
都
港
区
新

橋
の
交
通
ビ
ル
内
の
国
労
本
部

に
お
い
て
「
青
年
・
女
性
中
央

総
行
動
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
苦
情
処
理
」
に
つ

い
て
学
習
会
を
行
い
、
苦
情
処

理
は
労
働
組
合
に
加
入
し
て
い

る
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
る
権
利
で

あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

少
し
難
し
い
内
容
の
た
め
、

二
部
構
成
で
学
習
を
深
め
、
１

部
で
は
青
女
行
動
委
員
会
が
作

成
し
た
資
料
に
基
づ
き
苦
情
処

理
の
概
要
を
学
習
し
、
２
部
で

首
都
圏
地
本
・
早
川
青
年
部
員

が
実
際
に
直
面
し
た
事
例
報
告
。

職
場
で
の
不
当
労
働
行
為
や
、

　

Ｊ
Ｒ
７
社
の
回
答
は
共
通
し

て
、
ベ
ア
・
定
期
昇
給
の
実
施

と
な
っ
た
が
、
前
年
度
よ
り
ベ

ア
増
額
が
３
社
、
減
額
は
４
社

と
な
っ
た
。増
額
は
北
海
道（
前

年
比
２
０
０
０
円
増
）、
東
海

（
前
年
比
２
５
０
０
円
増
）、
貨

物
（
前
年
比
２
１
０
０
円
増
）、

減
額
は
東
日
本
（
前
年
比

１
０
５
１
１
円
減
）、
西
日
本

（
前
年
比
２
９
８
２
円
減
）、
四

国
（
前
年
比
２
０
０
０
円
減
）、

九
州（
前
年
比
７
２
０
０
円
減
）

と
な
っ
た
。

功
に
向
け
た
カ
ン
パ
に
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
（
青
年
・
女
性
部
発
）

　

国
労
は
、
本
年
１
月
27
日
に
開
催
し
た
第
１
９
６
回
拡
大
中

央
委
員
会
で
決
定
さ
れ
た
「
定
期
昇
給
の
完
全
実
施
と
基
本
給

（
平
均
）
の
７
・
０
％
相
当
額
、
２
１
０
０
０
円
を
基
本
と
す
る

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
柱
と
し
た
10
項
目
の
要
求
」
を
掲
げ
26
春
闘

を
闘
っ
て
き
た
。
Ｊ
Ｒ
各
社
の
回
答
は
３
月
12
日
か
ら
19
日
に

か
け
て
出
さ
れ
た
が
、
昨
年
同
様
に
要
求
の
大
き
な
柱
と
し
て

位
置
付
け
た
定
期
昇
給
の
完
全
実
施
を
獲
得
し
た
も
の
の
、
い

ず
れ
も
私
た
ち
が
求
め
た
要
求
額
に
は
及
ば
な
か
っ
た
。

　

期
末
手
当
に
つ
い
て
は
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
が
夏
季
手
当
２
・
９

カ
月
（
０
・
１
カ
月
増
）、
Ｊ
Ｒ

東
海
が
夏
季
手
当
３
・
１
カ
月

（
０
・
05
カ
月
増
）、
Ｊ
Ｒ
西
日

本
が
夏
季
手
当
２
・
73
カ
月
、

年
末
手
当
２
・
65
カ
月
（
０
・

12
カ
月
増
）、
Ｊ
Ｒ
九
州
が
夏

季
手
当
２
・
９
カ
月
（
０
・
３
カ

月
増
）
と
な
っ
た
。

　

貨
物
会
社
は
「
経
常
利
益
は 

前
期
比
１
億
円
の
増
益
と
な
っ

た
。
一
方
、
頻
発
す
る
自
然
災

害
や
物
価
高
騰
に
よ
る
個
人
消

費
の
回
復
の
遅
れ
の
た
め
運
輸

収
入
が
伸
び
悩
み
、
厳
し
い
経

営
状
況
に
あ
る
」
と
し
、
基
本

給
に
４
１
０
０
円
を
加
え
る
と

回
答
。「
低
額
ベ
ア
」
回
答
に

対
し
て
、
本
部
は
闘
争
指
示
28

号
を
発
し
、
貨
物
会
社
に
抗
議

要
請
行
動
を
展
開
し
た
。
今
春

闘
に
お
い
て「
春
闘
カ
ベ
新
聞
」

10
号
を
発
行
、「
貨
物
会
社
で

働
く
社
員
の
切
実
な
要
求
の
実

現
を
目
指
し
た
」
個
人
署
名
の

取
り
組
み
、
各
級
機
関
に
お
け

る
現
場
長
申
し
入
れ
や
宣
伝
行

動
、
中
央
で
の
交
渉
に
結
合
し

た
本
社
・
支
社
・
支
店
へ
の
要

請
行
動
等
、
要
求
前
進
に
向
け

た
行
動
が
取
り
組
ま
れ
た
。

　

国
労
要
求
を
目
指
し
た
個
人

署
名
は
他
労
組
組
合
員
を
含
む

１
０
０
０
筆
を
集
約
し
、
総
対

話
活
動
や
職
場
の
運
動
と
交
渉

が
結
び
付
い
た
成
果
と
課
題
を

再
確
認
し
た
上
で
、
本
部
は
３

月
25
日
妥
結
す
る
こ
と
を
判
断

し
た
。

　

国
鉄
新
聞
第
３
３
０
９
号

（
２
０
２
６
年
４
月
１
日
）１
面
の

◆
政
党
要
請
で
「
立
憲
民
主
党
」

の
党
名
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
致
し
ま
す
。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

2026 青年女性中央総行動参加者


